
「
原
子
力
発
電
所
は
、

厚
さ
１
m
の
壁
を
は

じ
め
５
重
の
壁
で
お

お
わ
れ
て
い
る
の
で
、

す
べ
て
の
放
射
線
を
と
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
」
―
放
射
線
被
害
が
拡
大
す

る
今
も
な
お
、
関
西
電
力
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
こ
う
語
る
。「
5
重
の
壁
」
よ

り
分
厚
い
面
の
皮
だ
。

「
面
の
皮
が
厚
い
」
と
は
、「
恥
を
恥

と
も
思
わ
な
い
」（「
大
辞
泉
」）
の
意
。

さ
し
ず
め
大
阪
で
は
、
橋
下
大
阪
府
知

事
と
大
阪
維
新
の
会
の
「
教
育
基
本
条

例
」。「
お
国
の
た
め
に
死
ね
」
と
教
え
、

侵
略
戦
争
に
動
員
し
た
反
省
か
ら
、
政

治
の
教
育
介
入
は
断
じ
て
排
除
す
る

―
こ
れ
が
戦
後
教
育
の
原
点
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
条
例
で
は
、
知
事
の
命
令
を

聞
く
先
生
は
い
い
先
生
、
聞
か
な
い
先

生
は
辞
め
て
も
ら
う
。
競
争
教
育
で
、

「
格
差
を
生
ん
で
か
ま
わ
な
い
」（
大
阪

維
新
の
会
・
坂
井
良
和
氏
）
と
も
。「
恥

を
恥
と
も
思
わ
な
い
」
見
事
な
厚
顔
ぶ

り
だ
。

吹
田
で
は
、
こ
れ
ま
た
維
新
の
会

の
井
上
市
長
。
就
任
早
々
、
橋
下
知
事

の
猿
真
似
で
「
財
政
非
常
事
態
宣
言
」、

他
市
を
上
回
る
事
業
は
廃
止
す
る
こ

と
に
。
こ
れ
ま
で
吹
田
市
は
、「
保
育

や
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
が
手
厚
い
」、「
公

共
料
金
が
安
い
」
こ
と
で
、
近
畿
一
の

行
政
水
準
（
日
本
経
済
新
聞
「
行
政
サ

ー
ビ
ス
調
査
」）。
し
か
し
、
公
立
保
育

園
を
な
く
し
、
民
間
保
育
園
へ
の
助
成

も
や
め
る
、
公
共
料
金
も
値
上
げ
、
を

打
ち
出
す
。「
吹
田
ら
し
さ
」
を
削
り

に
削
っ
た
ら
、
別
に
「
吹
田
市
長
」
と

名
乗
る
必
要
も
な
い
。
自
ら
の
存
在

意
義
を
も
否
定
す
る
厚
顔
ぶ
り
だ
。

「
大
阪
秋
の
陣
」
が
近
い
。
関
西
財

界
は
、
現
府
知
事
・
現
大
阪
市
長
と
も

関
西
州
を
め
ざ
す
の
で
、
ど
ち
ら
で

も
い
い
と
表
明
。
こ
れ
も
厚
顔
だ
が

わ
か
り
や
す
い
。
マ
ラ
ソ
ン
は
大
好

き
だ
が
、
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
の
喧
騒
に

は
流
さ
れ
ま
い
。
分
厚
い
面
の
皮
に

包
ま
れ
た
面
々
の
「
素
顔
」
を
見
抜
く

秋
に
。
　
　
　
　
　
　
　（
と
も
は
る
）

今
、
吹
田
市
で
は
、
新
市
長
が
「
財
政
非

常
事
態
宣
言
」
を
行
い
、「
行
政
の
維
新
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
名
付
け
た
市
民
サ
ー
ビ

ス
削
減
の
計
画
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。「
吹

田
市
独
自
」
の
1
0
0
事
業
の
廃
止
・
縮

小
や
保
育
園
や
学
校
給
食
の
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
な
ど
が
す
す
め
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
新
市
長
は
吹
田
市
を
「
赤
字
体
質
」

と
決
め
つ
け
て
い
ま
す
が
、
吹
田
市
の
財

政
力
指
数
は
1
・
11
で
あ
り
、
府
下
で
2

番
目
に
高
い
水
準
で
す
。
市
民
の
く
ら
し

や
安
全
に
か
か
わ
る
サ
ー
ビ
ス
を
削
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
方
自
治
体
に
は
「
住
民
福
祉
の
増
進

を
図
る
」（
地
方
自
治
法
第
1
条
）
と
い
う

役
割
が
あ
り
、
吹
田
市
は
福
祉
や
子
育
て

の
分
野
に
お
い
て
、
国
の
最
低
基
準
を
上

回
る
施
策
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

「
維
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
公
立
保

育
園
の
一
部
民
営
化
「
推
進
」
を
す
す
め
、

さ
ら
に
民
間
保
育
所
に
対
す
る
助
成
事
業

や
保
育
運
営
委
託
事
業
の
見
直
し
を
図
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
吹
田
市
の
保
育
園
で

は
、
1
歳
児
4
人
に
対
し
、
1
人
の
保
育

士
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
の
基
準

は
、
子
ど
も
6
人
に
対
し
、
1
人
の
保
育

士
で
す
。
3
歳
児
で
は
、
吹
田
市
が
子
ど

も
13
人
に
対
し
保
育
士
1
人
、
国
で
は

20
対
１
の
基
準
で
す
。
民
間
園
で
も
公
立

同
様
の
配
置
基
準
で
公
私
間
格
差
の
助
成

を
受
け
て
い
ま
す
。

公
立
保
育
園
は
、
園
児
と
そ
の
家
族
に

限
ら
ず
、「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て
、
地
域
の
子
育
て
家
庭
を
対
象
に
し
た

様
々
な
催
し
に
取
り
組
み
、
地
域
の
民
生

委
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
と
と

も
に
子
育
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て

き
ま
し
た
。「
子
育
て
す
る
な
ら
吹
田
」
と

高
く
評
価
さ
れ
る
所
以
で
す
。「
維
新
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
こ
の
水
準
を
後
退
さ

せ
よ
う
と
し
て
お
り
、
公
立
保
育
園
の
一

部
民
営
化
推
進
を
検
討
す
る
「
見
直
し
会

議
」
に
は
危
機
感
を
持
っ
た
1
8
0
人
も

の
保
護
者
た
ち
が
傍
聴
に
訪
れ
ま
し
た
。

新
市
長
の
ス
タ
ー
ト
は
、
2
0
0
8
年

の
就
任
直
後
に
「
財
政
非
常
事
態
宣
言
」

を
行
っ
た
橋
下
知
事
そ
っ
く
り
で
す
。「
大

阪
都
」
構
想
を
も
つ
橋
下
知
事
と
「
維
新

の
会
」
は
、
そ
の
後
、
府
民
サ
ー
ビ
ス
の

削
減
を
行
う
一
方
で
、
W
T
C
へ
1
0
0

億
円
以
上
の
お
金
を
つ
ぎ
込
み
、
な
に
わ

筋
線
延
伸
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
税
金

を
つ
ぎ
込
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

吹
田
市
を
「
他
市
並
み
」
に
平
準
化
し
、

吹
田
市
消
滅
の
「
大
阪
都
」
構
想
の
地
な

ら
し
に
協
力
す
る
―
「
維
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
延
長
線
上
に
は
「
大
阪
都
」
が
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

沖
縄
・
普
天
間
基
地
の
移
設

問
題
が
「
膠
着
」
し
て
い
る
。「
最

低
で
も
県
外
」
と
公
約
し
た
鳩

山
内
閣
。
紆
余
曲
折
を
経
て
、

鳩
山
元
首
相
の
辞
任
と
引
き
換

え
に
、
民
主
党
政
権
が
元
の
名

護
市
辺
野
古
沖
案
を
受
け
入
れ

た
の
が
昨
年
5
月
。

当
然
、
沖
縄
県
民
は
強
く
反

発
、
辺
野
古
案
、
つ
ま
り
「
県

内
移
設
」
を
受
け
入
れ
ず
、
沖

縄
県
議
会
、
名
護
市
議
会
と
も

に
「
到
底
許
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
」
と
反
対
を
貫
い
て
い
る
。

そ
ん
な
状
況
の
中
、
8
月
12

日
に
吹
田
市
議
会
が
素
晴
ら
し

い
意
見
書
を
採
択
し
た
。
意
見

書
は
「
沖
縄
で
は
、
日
本
に
復

帰
し
て
39
年
を
迎
え
た
現
在

に
お
い
て
も
、
米
兵
に
よ
る
様
々

な
事
件
、
事
故
が
続
い
て
い
る
。

戦
後
65
年
間
一
貫
し
て
過
重

な
基
地
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い

る
沖
縄
県
民
に
思
い
を
は
せ
る

と
き
、
沖
縄
県
民
の
意
思
を
尊

重
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
」
と
、

「
本
土
と
沖
縄
の
理
不
尽
な
関
係
」

に
言
及
し
、
政
府
と
国
会
に
対

し
て
、
沖
縄
県
議
会
と
名
護
市

議
会
の
意
思
を
尊
重
す
る
よ
う

に
求
め
て
い
る
。

こ
の
意
見
書
を
提
案
し
た
会

派
の
１
つ
「
す
い
た
市
民
自
治
」

の
池
渕
佐
和
子
、
西
川
厳
穂
議

員
は
、「
今
年
3
月
に
一
度
提

案
し
て
引
き
下
げ
た
経
緯
が
あ

る
の
で
、
正
直
、
採
択
さ
れ
る

か
微
妙
で
し
た
。
で
も
多
く
の

会
派
の
賛
同
を
得
て
、
多
数
で

採
択
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
」

と
胸
を
な
で
下
ろ
す
。
意
見
書

に
は
公
明
党
、
民
主
市
民
連
合
、

日
本
共
産
党
、
す
い
た
市
民
自

治
、
す
い
た
市
民
ク
ラ
ブ
、
吹

田
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

賛
成
し
た
。

昨
年
ま
で
あ
れ
ほ
ど
報
道
さ

れ
て
き
た
普
天
間
基
地
問
題
だ

が
、
最
近
は
メ
デ
ィ
ア
も
あ
ま

り
取
り
上
げ
な
く
な
っ
て
い
た

だ
け
に
、「
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」

「
県
内
移
設
は
許
さ
な
い
」
と

い
う
貴
重
な
意
見
書
と
な
っ
た
。

な
お
同
様
の
意
見
書
は
尼
崎
市

で
も
上
が
っ
て
い
る

井
上
新
市
長
が
す
す
め
る
「
行
政
の
維
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

構
造
上
の
問
題
や
財
政
非
常
事
態
宣
言
の
ご
ま
か
し
を
指
摘
し
、

維
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
吹
田
市
政
を
ど
の
よ
う
な
方
向
に
導
こ

う
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
正
体
を
明
ら
か
に
す
る
ブ
ッ
ク
レ

ッ
ト
を
緊
急
出
版
。

吹
田
に
お
け
る
必
読
の
書
、ま
ち
が
い
な
し
！

吹
田
自
治
都
市
研
究
所

吹
田
市
労
働
組
合
連
合
（
編
）
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フォーカスフォーカス

「
子
育
て
す
る
な
ら
吹
田
」

　
　
　
　
を
後
退
さ
せ
る
「
行
政
の
維
新

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

過
度
な
基
地
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
沖
縄
県
民
の
意
思
を
尊
重
し
よ
う

吹
田
市
議
会
が
「
米
軍
普
天
間
飛
行
場

移
設
問
題
に
つ
い
て
の
意
見
書
」
を
採
択

吹
田
版
「
維
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」へ
の

根
本
的
批
判提案者の池渕佐和子（左）、西川厳穂

両議員

focus

秋
の
陣

「
吹
田
市
独
自
」
の
事
業
を

　
　
　
　
　
　
　
廃
止
・
縮
小

吹
田
市
独
自
の
配
置
基
準

　
　
　
を
持
つ
保
育
サ
ー
ビ
ス

緊急
出版

吹
田
市
を
「
他
市
並
み
に
」
は

橋
下
知
事
「
大
阪
都
」
と
連
動
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